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ボーリング柱状図
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ローム主体にて砕石混入多く、締
まり良い。0.4m付近玉石を混入す
る。
[0.60]GL-0.6mより、砕石混入少な
くなる。炭化物若干混入

含水中位　雲母片、炭化物混入

含水多く、上部やや粘性ある。
[2.00]GL-2.0mより暗灰色を呈し、
粘性弱くなる。

含水多い　粒子微細で、シルト分
混入多い。
含水やや多い　砂分若干混入。

含水多い　粒子やや粗く、雲母片
、石英粒混入する。

含水多い。礫分30％程度混入する
。細砂を薄層状に挟む。ややルー
ズである。

含水やや多い　マトリックスは細
砂で締まり中位。礫径
φ2～30mm程度。亜角礫主体であ
る。

含水少ない。風化著しく、砂岩質
で砂状を呈す。所々角礫状を呈し
、長石所々混入する。

砂岩で、岩石の風化は見られなく
新鮮である。RQDは良く、コア採
取率は80%程度である。
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